












































































近江八幡の地域資源

近江八幡の地域資源

ヴォーリズの精神や社会貢献を学ぶ生きた教科書

今年秋、開催

ヴォーリズ展 in 近江八幡
活用 連携

地域資源第一弾ヴォーリズ

そして、この取組みの目指すところ

子ども
親

地域の人

< の目的>

< の手法>

＊「キッズ学芸員」とは

< の取組み>

継承

該当地域外の人々

クイズラリー
スケッチ大会
ヴォーリズを知る人のお話
模型作り
展示計画
八幡掘り祭り展示会

キッズ学芸員×５
作品展示

申請書を振り返り・・・ 実際

地域にある人・もの・ことから五感で学んだ

地域資源を掘り出すメリット＝地元を教科書とするメリット
生の体験談がある
本物を見る、聞く、さわれる
保存会などとの連携がもてる

参加者
市の広報見た地元の小学生
八幡ボーイスカウトのメンバー
↓
親、兄弟、祖父母
↓
友人、ヴォーリズ展のお客様　

・今回のイベントを通して、子どもと親が余暇の過ごし方に飢えている声を聞くことができた。
今後の企画も期待していると言ってもらった。
まちや、地域資源から離れてしまおうとする社会背景にこのような日常では体験できない
体験型のイベントや、親と子が共に学び・遊べるプログラムは、有益な取り組みになってくるのではないかと考えた。

・地域資源第２弾　左義長祭り
キッズ学芸員の成長。

・活動拠点の継続が決定
子どもたちのたまり場、まちとつながる場、地域資源を掘り出し磨く拠点となることを目指す

私たち学生自身、地域資源から貴重な学びを得、それを知るために出会い関わらせていただく地元
のみなさまに、いつも感謝することばかりでした。
キッズから教わることも多かったです。私たちにできることは、これからも掘り起こしたことを、多くの
人に楽しく発信していくことです。

近江八幡のみなさん・キッズ学芸員のみなさん






























































































